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差額通知事業等の 

久留米市 健康福祉部 健康保険課 

平成２７年３月２４日（火）  

久留米市国民健康保険における 

福岡県ジェネリック医薬品使用促進協議会 

普及活動について 

資料３－４ 
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本日の内容 
  

Ⅰ これまでの取組状況 

Ⅱ 被保険者からの意見及び要望 

Ⅲ 久留米市国保の課題と今後の取組み 
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 久留米市国民健康保険のおもな取組み 
 

   １．被保険者に対する差額通知書の送付 

                （平成２１年９月～） 
 

  ２．ジェネリック医薬品希望カードの送付 

                （平成２１年９月～） 
 

  ３．様々な広報媒体を活用した普及・啓発 

Ⅰ これまでの取組状況 



4 

  

１．被保険者に対する差額通知書の送付 

 （１）  現在（平成２７年２月時点）の通知対象者の要件 

  ・削減効果額１００円以上を通知対象候補とし、削減効果額上位 

  ３００名に送付。 

  ※６３１．５円（平成２６年度月平均）以上の自己負担額の軽減が 

    見込まれる方 
 

  （★送付除外用件） 

  ・前回送付から６ヶ月未満の方 

  ・過去３回以上通知の方 

  ・申し出等により通知を希望しない方 

Ⅰ これまでの取組状況 

効果性を考慮し、通知対象を 

調整しながら実施 
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  （２）  通知書の発送状況 
 

    通知期間     発送枚数 

   平成２１年度 ⇒ １２，２９８枚 

   平成２２年度 ⇒ １７，９８０枚  （A）     

   平成２３年度 ⇒ １５，０７３枚  NTTデータ↑                

   平成２４年度 ⇒  ３，６００枚  国保連合会↓ 

   平成２５年度 ⇒  ６，０００枚  （B）  

   平成２６年度 ⇒  ５，７００枚                  

    

       合計   ⇒ ６０，６５１枚  

発送枚数減の理由 

H21～23年度で、対象世
帯にほぼ発送済み。ジェ
ネリック医薬品の認知度
は高まった。 

この状況を踏まえ、効果
的な認知度と切替率の向
上を図るため、平成２４
年度以降、発送枚数を調
整しているもの。 

Ⅰ これまでの取組状況 
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（３） 切替者数（調剤、医科合計） 
 

  久留米市国保（Ａ）判明分 ４，４８８人（Ｈ２３年度まで） 

        （Ｂ）累計  ２，８６７人（Ｈ２７年２月末最新データ） 

  福岡県国保    累計 ８５，５９４人（Ｈ２７年２月末最新データ） 

  福岡県      累計１８３，６８２人（Ｈ２７年２月末最新データ） 

          ※後発医薬品普及促進支援システムより抽出 

（４） 切替率（切替者数累計÷総通知者数）…調剤、医科合計 
 

  久留米市国保（Ｂ期間のみ） ３３．０％（Ｈ２７年２月末最新データ） 

  福岡県国保         ２７．１％（Ｈ２７年２月末最新データ） 

  福岡県           ３３．１％（Ｈ２７年２月末最新データ） 

          ※後発医薬品普及促進支援システムより抽出 

Ⅰ これまでの取組状況 
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（５） 普及率（数量ベース、調剤・医科合計） 
 

  久留米市国保 旧普及率 ３９．０％  新普及率 ５９．６％ 

  福岡県国保  旧普及率 ３７．０％  新普及率 ５４．９％ 

  福岡県    旧普及率 ３６．８％  新普及率 ５３．１％ 

 ※後発医薬品普及促進支援システムより抽出（Ｈ２７年２月末最新データ） 
 

（６） 薬剤費削減効果額（Ｈ２６年１２月診療分） 
 

      久留米市国保 ⇒    ４７，７３８，５９５円 

  福岡県国保  ⇒   ７０５，５９０，３４３円 

  福岡県    ⇒ １，６５２，８８７，１８０円 

※後発医薬品普及促進支援システムより抽出（Ｈ２７年２月末最新データ） 

Ⅰ これまでの取組状況 
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 ○ジェネリック医薬品 

  希望カードの送付 

 

  保険証更新時(年１回） 

  及び新規加入時に、送付   

  もしくは窓口配布 

宛名欄 

保険証 

希望カード 

２．ジェネリック医薬品希望カードの送付 

Ⅰ これまでの取組状況 
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←広報くるめに折込配布 

医療費適正化について特集号を企画し、
発行。 

 ＜その他＞ 

・口座振替勧奨時にジェネリック活用
のお知らせ 

・保険証更新時に、リーフレットにて
ジェネリック医薬品活用の広報 

・医療費通知の裏面にジェネリック医
薬品の紹介 

３．様々な広報媒体を活用した普及・啓発 

Ⅰ これまでの取組状況 
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○問い合わせ件数（平成２６年度） 

  １４件（平成２７年２月末現在） 

 

○通知や広報に対する主な問い合わせ内容 

  ・ 薬が合わないので 

  ・ ジェネリックがない薬なので 

  ・ 医者と相談して決めているので 

  ・ ジェネリックは、十分理解している等 

Ⅱ 被保険者からの意見及び要望 
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課題１．ジェネリック医薬品普及率の伸び悩み 

 

  被保険者の声や県政モニターアンケート調査（H26.9）の結果から、  

    安全性に対する不安の声が存在することからも、安心して使用できる 

    効果的な情報提供が必要ではないか。 

  またお薬手帳の活用啓発についても検討していきたい。 

 

Ⅲ 久留米市国保の課題と今後の取組み 
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課題２．調剤の費用額の伸び 

 

  療養の給付費（入院・入院外・歯科）の過去５年間の伸び率の平均 

  (1.004）に比べ調剤の費用額の伸び率の平均(1.032)が大きいこと 

  からも、ジェネリック医薬品の普及の推進と並行して、今後の調剤 

  費用の伸びの的確な分析と見通しが必要。 

    

  ※（ ）内は平成21年度から平成25年度までの久留米市国保の実績より 

 

Ⅲ 久留米市国保の課題と今後の取組み 
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課題３．医療保険制度改革と医療費適正化 

   （保険者機能の広域化） 

 

  平成30年度より、都道府県が国保の財政運営の責任主体となり、安 

 定的な財政運営や効率的な事業の確保等の国保運営に中心的な役割を 

 担うことになる（予定）ことから、現在都道府県が取り組んでいる医 

 療費適正化計画の見直しとの整合性がとられ、事業が行なわれること 

 が見込まれる。 

Ⅲ 久留米市国保の課題と今後の取組み 


